
定第９０号議案 

       

鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例一部改正の件 

                                     

鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（平成２４年条例第５０号）の一

部を次のように改正する。 

                                     

令和７年１２月２日               提 出 

鹿児島市長 下 鶴 隆 央   

       

                                           

 

 

 

 

鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例の一部を改正する条例 

                                     

 第１２条中「第３３条の１０各号」を「第３３条の１０第１項各号」に改める。 

 第１６条第２項中「次の表の左欄に掲げる健康診断」の次に「又は健康診査（母子保健法（

昭和４０年法律第１４１号）第１２条又は第１３条に規定する健康診査をいう。同表において

同じ。）（以下この項において「健康診断等」という。）」を加え、「当該健康診断」を「当

該健康診断等」に、「健康診断の結果」を「健康診断等の結果」に改め、同項の表に次のよう

に加える。 

乳児又は幼児（以下「乳幼児」という。） 

に対する健康診査 

入所した乳幼児に対する入所時の健康診断、 

定期の健康診断又は臨時の健康診断 

 第２５条第４号中「乳児又は幼児（以下「乳幼児」という。）」を「乳幼児」に改める。 

 第２７条第１項第４号中「前３号」を「前各号」に改め、同号を同項第５号とし、同項第３

号を同項第４号とし、同項第２号の次に次の１号を加える。 

 (3) 児童福祉法施行規則第５条の２の８に規定するこども家庭ソーシャルワーカー（以下「

こども家庭ソーシャルワーカー」という。）の資格を有する者 

 第２８条中第５号を第６号とし、第４号の次に次の１号を加える。 

 (5) こども家庭ソーシャルワーカーの資格を有する者 

付 則 

この条例は、公布の日から施行する。ただし、第２７条第１項第４号の改正規定及び同号を



同項第５号とし、同項第３号を同項第４号とし、同項第２号の次に１号を加える改正規定並

びに第２８条中第５号を第６号とし、第４号の次に１号を加える改正規定は、令和８年３月

１日から施行する。 

                                     

 

（提案理由） 

 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準の一部改正に伴い、関係条文の整備をするもので

ある。 

                                     

 

（参  照） 

                                     

   鹿児島市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例（抜粋） 

(虐待等の禁止) 

第12条 児童福祉施設の職員は、入所中の児童に対し、法第33条の10各号に掲げる行為その他

当該児童の心身に有害な影響を与える行為をしてはならない。 

(入所した者及び職員の健康診断) 

第16条 1 略す 

2 児童福祉施設の長は、前項の規定にかかわらず、次の表の左欄に掲げる健康診断が行われ

た場合であって、当該健康診断がそれぞれ同表の右欄に掲げる健康診断の全部又は一部に相

当すると認められるときは、同欄に掲げる健康診断の全部又は一部を行わないことができる。

この場合において、児童福祉施設の長は、それぞれ同表の左欄に掲げる健康診断の結果を把

握しなければならない。 

表 略す 

3、4 略す 

(設備の基準) 

第25条 母子生活支援施設の設備の基準は、次のとおりとする。 

(1)～(3) 略す 

(4) 乳児又は幼児(以下「乳幼児」という。)を入所させる母子生活支援施設には、付近に

ある保育所又は児童厚生施設が利用できない等必要があるときは、保育所に準ずる設備を

設けること。 

(5) 略す 

(母子生活支援施設の長の資格等) 

第27条 母子生活支援施設の長は、次の各号のいずれかに該当し、かつ、こども家庭庁長官が

指定する者が行う母子生活支援施設の運営に関し必要な知識を習得させるための研修を受け



た者であって、人格が高潔で識見が高く、母子生活支援施設を適切に運営する能力を有する

ものでなければならない。 

 (1)～(3) 略す  

(4) 市長が前3号に掲げる者と同等以上の能力を有すると認める者であって、次に掲げる期

間の合計が3年以上であるもの又はこども家庭庁長官が指定する講習会の課程を修了した

もの 

 ア～ウ 略す 

2 略す 


